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研究成果の概要（和文）：本研究では，高次脳機能障害者に対する支援充実を目的として，医科歯科連携モデルの構築
を目指した．具体的には，全国の高次脳機能障害支援拠点機関や徳島県内の全歯科医療機関を対象とした連携実態の調
査，連携のためのツール開発，そして，ツールの有用性について検証した．作成された「こうじのーとver.2」は，印
刷物やホームページなどによって一般化され，様々な地域で活用されるまでに至った．さらに内容を精査して更新継続
していく予定である．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is the construction of Medical and Dentistry 
cooperation model for peoples with higher brain dysfunction.We survey of cooperation realities, to 
develop a cooperation tool, was verified of its usefulness.The biggest achievement is that it has 
operated developed "koujinote ver.2".It came to be used in various regions.Further update its contents, 
it is planned to reduce the spread.

研究分野： 高次脳機能障害
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
交通事故，疾病などにより頭部外傷を負っ

た場合，脳の損傷だけなく，打撲による口腔
顔面や顎関節の損傷，歯欠損や仮性球状麻痺
による摂食・嚥下障害など，高次脳機能障害
特有の症状によって口腔ケアを十分に果た
せないケースが散見されている．そこで研究
に着手する前年度の 2011 年 9 月に，歯科診
療施設(院外)を経由した相談の有無について，
千葉リハビリテーションセンター(千葉)，神
奈川県リハビリテーションセンター(神奈川)，
三重県身体障害者総合福祉センター(三重)，
富山県高志リハビリテーション病院(富山)，
広島県高次脳機能障害センター(広島)，別府
リハビリテーションセンター(大分)の 6 ヶ所
の高次脳機能障害支援拠点機関を対象に実
態調査を実施したところ，過去 5-10 年以内
に計上された件数は確認されなかった．その
中で，院内に歯科診療施設がある神奈川と広
島では，認知面などの多様な障害に対して歯
科医療においてもより安定した治療効果が
示唆される，との意見が多く散見されたため，
歯科医療が包括的リハビリテーションシス
テムに参画し，地域支援ネットワークの一部
として機能することによって高次脳機能障
害者支援に有用であると着想し，本研究を計
画した． 
 
２．研究の目的 
脳を損傷した高次脳機能障害者の中には，

顎関節損傷，摂食・嚥下障害を含む口腔機能
障害を伴っている場合や，記憶・注意障害な
どの症状によって口腔ケアを十分に果たせ
ない症例が認められる．そうした場合，認知
面へのアプローチだけでなく，医科歯科連携
による包括的な支援が必要となる．全人的医
療が必須とされている現在，本研究では，医
科歯科連携を基軸とした徳島大学病院(支援
拠点機関)を中核とし，県内医療機関，歯科病
院・診療所などと連携する新たな包括的リハ
ビリテーションシステムの構築を目指すこ
ととした． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，高次脳機能障害者に対する医
療・連携モデルに歯科医療部門を加えて，よ
り包括的・継続的なリハビリテーションシス
テムを創案するものである．そのためには，
全支援拠点機関，徳島県歯科医師会加入の病
院・診療所を対象とし，歯科医療を経由した
相談の有無，歯科医療を受診している高次脳
機能障害者の実態など大規模なアンケート
調査を実施し，定量的に支援ニーズを抽出す
る．調査によって得られた支援ニーズから高
次脳機能障害連携ツールを作成し，それを用
いて実際的な医科歯科連携による包括的リ
ハビリテーションシステムを構築する．包括
的リハビリテーションシステムの評価に関
しては，高次脳機能障害者・家族や県内病
院・診療所，県内歯科病院・診療所の医師・

歯科医師，専門職種に対してインタビュー調
査を実施し，定性的に評価する． 
具体的手順については以下のとおりである． 
(1)研究倫理 
本研究に関し，徳島大学病院倫理審査委員

に申請し，承認を受ける．  
(2)医科歯科連携の実態調査 
対象は，全国高次脳機能障害支援拠点機関

及び徳島県歯科医師会加入の全歯科病院・診
療所とし，高次脳機能障害を呈する患者の診
察の有無，程度，治療経過および支援拠点機
関との連携有無などについて，郵送調査を行
う． 
(3) 医科歯科連携ツール策定委員会の設置
及び連携ツールの作成と普及 
多職種協働による連携ツール策定に際し，連
携ツール策定委員会を設置し，随時検討を行
う．策定された連携ツールは，関係機関に対
して印刷物を配布するとともに，ホームペー
ジ上に掲載する． 
(4)高次脳機能障害関連研修の共同開催 
支援拠点機関である徳島大学病院，徳島大

学歯学部と徳島県歯科医師会が共同して，研
修会・シンポジウムを開催する． 
(5)構築したモデルの効果検証 
徳島県内の支援拠点機関，連携した歯科医

療機関，当事者団体に対し，連携ツールや構
築したモデルの有用性に関するインタビュ
ー調査を実施し，科学的根拠に基づいたプロ
グラム評価を行う． 
 
４．研究成果 
(1)平成 24 年 12 月に徳島大学病院臨床研究
倫理審査委員会の承認を受けた(第 1574号)． 
なお，本研究に関する利益相反はない． 
(2)実態調査 
本研究では，高次脳機能障害支援拠点機関

(以下「拠点機関」)と歯科医療機関，歯科医
療機関と他の医療機関との連携実態を明ら
かにするために 2つの調査を実施した． 
対象は，全国 69 の拠点機関と徳島県歯科

医師会加入の歯科医療機関 424 カ所である．
調査期間は各々2013 年 2-3 月と 2013 年 9 月
であった．まず拠点機関に対し，拠点機関の
形態，支援コーディネーターの人数，歯科医
療機関との連携の有無および歯科医療機関
からの相談件数などに関してアンケート記
入を郵送にて求めた．次に歯科医療機関に対
し，歯科医療機関の形態，従業者数，高次脳
機能障害の認知度，診察の有無，医科の連携
実績などに関してアンケート記入を郵送に
て 求 め た ． 統 計 的 処 理 に は IBM SPSS 
Statistics ver21.0 を用いた． 
回収率は拠点機関が 63.8%，歯科医療機関

が 20.6%であった．拠点機関の形態は病院が，
経営母体は社会福祉法人がもっとも多かっ
た．支援コーディネーターの平均人数は
2.4(±2.5)人であった．歯科医療機関の形態
は歯科医院が大半を占め，平均従業者数は
6.6(±3.5)人であった．連携率を(相談件数



または連携実績)／(相談件数または回答数) 
(%)とした場合，拠点機関が 10.0%，歯科医療
機関が 10.3%であった(図 1・2)．また，過去
に連携したことのある歯科医療機関は，高次
脳機能障害の認知度，診察歴有りの比率が有
意に高かった(表 1-2)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
脳損傷と同時に顔面や口腔を損傷した高

次脳機能障害者を支援するためには，今後医
科歯科の連携をより緊密にしていくことが
示唆された． 
 
(3)以下の検討会を設置し，研究期間中に計 6
回開催した． 

≪検討会(研究分担・研究協力)委員の構成≫ 
徳島大学 HBS 研究部(検討会委員長) 

脳神経外科学分野 教授 (医師) 

永廣  信治 

（分担者） 

徳島大学 HBS 研究部 

人類遺伝学分野 教授(医師) 

井本 逸勢 

(協力者) 

徳島大学 HBS 研究部 

口腔保健衛生学分野 教授(歯科医師) 

日野出大輔 

（分担者） 

徳島大学 HBS 研究部 

口腔機能福祉学分野 教授(歯科医師) 

松山 美和 

（分担者） 

徳島大学 HBS 研究部 

口腔保健福祉学分野 准教授(歯科医師) 

吉岡 昌美 

（分担者） 

徳島大学 SAS 研究部 

人間科学分野 准教授(臨床心理士) 

内海 千種 

(協力者) 

徳島県医師会全日本病院協会徳島支部理

事・医療法人凌雲会理事長(医師)  

稲次 正敬 

(協力者) 

徳島県歯科医師会理事・常務理事(学術担

当)(歯科医師) 

横山 正秋 

(協力者) 

徳島県歯科医師会理事・常務理事(口腔保

健センター・医療連携担当)(歯科医師)  

秋田 豊仁  

(協力者) 

徳島県自立支援協議会委員・障害者生活

支援センター凌雲施設長(社会福祉士)  

松下 義雄  

(協力者) 

徳島県 MSW 協会理事・県立中央病院 

(社会福祉士) (協力者) 

有馬 信夫 

(協力者) 

徳島大学病院 高次脳機能障害支援コー

ディネーター(言語聴覚士)  

中村 和己 

(協力者) 

高次脳機能障害徳島家族会「すだち」  

会長 

岩垣 啓路 

(協力者) 

松山リハビリテーション病院長・理事長

(医師)  

木戸 保秀 

(協力者) 

松山リハビリテーション病院 医療社会

相談部(社会福祉士) 

伊賀上 舞 

(協力者) 

徳島大学 HBS 研究部 

地域医療福祉学分野 教授(社会福祉士) 

白山 靖彦

(責任者) 

徳島大学 HBS 研究部口腔保健福祉学分

野講師(社会福祉士・歯科衛生士)  

柳沢志津子  

(協力者) 

徳島大学 HBS 研究部地域医療福祉学分

野 助教(看護師) 

竹内 祐子 

(分担者) 

徳島大学 HBS 研究部地域医療福祉学分

野 研究支援員(保健師) 

前田 瑠璃 

(協力者) 

 

 

表 1-2 



≪連携ツール『こうじのーver.2』抜粋 ≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
連携ツール「こうじのーと ver.1」は 1,000
部印刷し，調査協力機関などに配布した．ま
た，2014 年に更新された「こうじのーと 
ver.2」はホームページ上から 168 件がダウ
ンロードされている． 
 
(4)高次脳機能障害関連研修の共同開催 
平成 26年 11月 8日(土) 徳島大学大塚講堂
にてフォーラム実施し，研究分担者，協力者
などの発表を得た．医療福祉関係者約 180 名
が参加し，活発な意見交換がなされた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 構築したモデルの効果検証 
 現在，検討会における委員の発言などを逐
語化して定性的分析を行っている最中であ

るが，研究全般の進行・成果については「良
好」との意見で一致している．また，実際に
「こうじのーと」を使用した高次脳機能障害
者および家族から聴き取り調査をすでに2件
実施し，「相談経緯が簡略化できた」など医
科歯科連携にとって有用であるとの意見を
確認した．課題は，歯科医療におけるいっそ
うの普及と，医科との適切な連携であり，よ
り歯科医療に対する啓発を重点的に行う．さ
らに「こうじーと」の内容更新を行いつつ，
効果検証を縦断的に実施していく予定であ
る． 
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